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創刊にあたって        

八千代オイコスは、住民の豊かな生活環境を守る

ため、住民・市民団体・行政・地域企業と連携を保

ちながら、共にパートナーシップによるグラウンド

ワーク活動を主体として、生活環境の保全及び改善

のための事業を行い、八千代市内の良好な自然環境

維持に寄与することを目的として設立されました。 

平成１３年１２月２８日にNPO登録完了以降、平
成１４年３月にインターネット付箋紙実験の開始、

３月１７日にグラウンドワークによる街づくりフォ

ーラム開催、８月には八千代市不法投棄ごみ調査、

ごみマップ作成（八千代市からの委託）、１０月には

ホタルサミットin八千代の開催支援、１１月には八千
代市ごみシンポジウムに参加、１２月には八千代市

市民活動センター開所式に参加という、忙しいとき

を過ごしましたが、早いもので、今年で５年目を迎

えようとしています。 

 
（川の学校） 

 八千代オイコスの主な活動の一つは花輪川プロジ

ェクトです。八千代市の中央を流れ、新川に注ぐ花

輪川において、ミニバイパスづくり、多自然型 

ビオトープづくりを行っています。花輪川をメダカ

もホタルも棲める市民に親しめる川にしたいとの思

いで活動しています。 

 

   代表理事  加藤賢三 

活動は、毎月、第一日曜日に、清掃、自然観察、

水質検査、浄化試験、遊歩道づくり等を行ってき

ました。 

平成１５年度からは、環境美化を目指して市と

アダプト契約を結び、地域住民、関係企業、一般 

市民とともにパートナーシップを組みながら進

めています。 

（ごみマップ報告会） 

私たちは、活動を通して得られた情報を、広く

市民に伝えるために冊子やポスター、パネル化な

どいろいろ手段を講じてきました。これまでの経

験から、「情報公開」と「市民参加」がいい街づ

くりに必須と確信しています。 

インターネットを通じての活動紹介に加え、こ

のたび八千代オイコスの活動紹介を紙媒体を通

じて行うことで、より多くの方々に知ってもらえ

ると思いますので、今後ともより一層、ご支援と

ご協力をお願いいたします。 

 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆ 炭焼き              
今から５年前、花輪川の浄化に竹炭が使えるのでは

ないかとの提案があり比較的簡単で素人でも意外に

上手くいく「ドラム缶釜」に挑戦することにしました。 

 手順書を見ながらメンバーが思い思いに言いなが

らのスタートでした。途中で火を消したり、また燃や

したり、みんな経験が無いのでよく分からず、翌日釜

を開ければ、生竹はある、燃え尽きた灰があるなど

散々でした。しかし手で触れた竹炭の感触はなんとも

やさしく心に残りました。 

 以来、今まで 13 回の炭焼きをしましたが、嬉しい

ことに回を重ねる度にメンバーの理想が高くなり良

い成果品が出来るようになりました。 

 

 炭焼きのポイントは釜の設置方向で、風の向きを読

み取り焚き口を風上に置きます。竹のセルロースが分

解されて出てくる焦げ臭い煙の臭いはなかなか強烈

で衣服に付くと２～３日は取れません。 

午前中に点火して夕方釜の炭化終了を見極め土で

密閉し冷却に入ります。ちょっとした手抜きが失敗に

結びつきかねず、また、毎回新しい現象が出てきて炭

焼きは奥が深く飽きることがありません。 

 炭焼きの前には｢竹の切り出し｣の楽しみもありま

す。立派な孟宗竹をチェンソーなどで切り倒し、寸法

を揃え、枝を払い四つ割りにするのは体力作業ですが

なんとも気持ちが良いものです。         

 今春、大きな常設釜を借りて炭焼きをしました。太

い丸竹が黒く艶々した立派な成果品となって現れ、皆

から歓声が起こりました。 

 これからも多くの人々の参加のもと楽しい炭焼き

を続けていきたいと考えています。（島） 

 

★ 八千代のホタル 
* 八千代ホタルフォーラムの活動 
平成３年に都市化が進む八千代市で健気にも生息

しているホタルがいることを知った私達は「八千代ホ

タルフォーラム」を立ち上げ、毎年ホタルの生息調査

や、ホタルマップを作成すると共に、ホタルが生息す

る環境を維持しようと活動してきました。 
* ホタルは自然環境のバロメーター 
八千代のホタルは水田に棲むヘイケボタルです。林

と小川と田圃の動植物の循環(食物連鎖)が整っている
ことが必要で、そのためには手入れの行き届いた里山

の雑木林と湿地としての水田、脇を流れる小川の水質

保全のために農業従事者の環境保全への理解があっ

てこそ初めてその環境が保たれます。 
* ホタルの生活環境の激変 
戦後、国策として一貫して進められてきた「農地の

大規模化と乾田化」と東葉高速開通による急激な都市

化、農業従事者の高齢化による放置山林と休耕田の増

加により、八千代の里山自然は急激に悪化してきてい

ます。 
都市化の波は今後まだまだ続いてゆき、ホタルの生

息環境は益々厳しいものになってゆくことでしょう。 
我々はこの八千代の尊い光を守るために、やらなけ

ればならないことが山積しています。(小原) 
 

ホタル生息確認地点数の比較 
 平成 6年 平成 17年 
100匹以上 4 1 
50～99匹 7 4 
30～49匹 6 2 
10～29匹 9 7 
10匹未満 9 3 
確認地点数 35 17 
消滅地点数 － 18 

  
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆ 遊歩道づくり 
 ～河川敷に散策しやすい散歩道を～ 
 
私達は花輪川流域の自然環境を生かし、自然と

調和して市民が憩い、癒し、楽しめる場所として

親水公園化を目指しています。 
その一環として花壇の設置と花植え・植栽、ベ

ンチ等の休憩設備の設置、除草・草刈等の作業に

取り組んでいます。花輪川の河川敷きは年中雑草

が生い茂り散歩に訪れた方々の歩きにくそうな姿

を見ていると「何とかしてあげたい」と思案し、

花輪川に少しでも親しんでもらおうと遊歩道を作

ることにしました。 
遊歩道の設置は全員が初めてで、見よう見真似

で作業計画を立て実行に移しました。 

作業は昨年６月から開始しましたが最も苦労

したのは材料の調達でした。 
路盤工事では砂利以外は自宅の床下の除湿剤

に使っていた廃材の珪藻土と木の枝・葉の切屑を

使い、周囲柵は市内の山林の真竹が無償で調達で

きました。 
毎回５～６人のメンバーが汗水流しながら作

業した結果、本年３月に無事完了しました。 
作業中たまたま河川敷を訪れた方が「誰が作っ

たのかね」とか「通路が柔らかくて脚に負担がか

からず歩きやすいね」とか声を掛けられた時は心

の中がジンとなり、仲間で「無駄で無かったね」

と嬉しい評価に感動しあいました。 
本年も継続して遊歩道の延長作業をやろうと

張りきっているところです。（有光） 
 
 

★ 花輪川プロジェクト 
☆ 水質と生き物調査 
花輪川は、東葉高速鉄道の車両基地近くの暗渠

から桑納川へ流れる約２㎞の川です。桑納川、新

川を経て千葉県民の水瓶である印旛沼へと流れ、

やがて私達の水道水となります。この花輪川の水

質と生き物を調べています。（桑波田） 
【ＣＯＤ】 

ＣＯＤ推移  （平成１７年）
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ＣＯＤ：化学的酸素供給量、水質が悪いほど（有機物が

多いほど）数値が高くなります 
《花輪川の水質浄化のためにも水草や水辺の 
生き物が多く棲める工夫を進めています》 

魚 類：ドジョウ トウヨシノボリ ヨシノ

ボリ 

甲 殻 類：アメリカザリガニ、スジエビ、ホウ

ネンエビ、 ヨコエビ 

貝 類：サカマキガイ、ヒメモノアラガイ  

底生動物：ユスリカ 

昆 虫 類：コシマゲンゴロウ、ガムシ、ヒメガ

ムシ、ヒメゲンゴロウ、コガムシ 

アメンボ、ミズカマキリ、シオカラ

トンボ(ヤゴ)、アジアイトトンボ 

アオモイトトンボ、シオカラトンボ 

ギンヤンマ 

両 生 類：トウキョウダルマガエル、ツチガエ

ル、アマガエル 

 

【生き物】（地点：花輪川尾崎橋・平成 17 年夏） 



                                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆「川の学校」を開催して 

昨年の夏、26 名の子ども達と２日間、水につい

て生き物について一緒に学び、遊びました。 

１日目は、花輪川、桑納川、新川の水質調査と川

の周辺の環境などを観察し観察ノートに記録しま

した。２日目は、花輪川の生き物調査です。網、バ

ケツなど色々な道具を持って川の中に入っていく

時の子ども達の眼や身体の輝きは何かオーラが出

ている様でした。アメリカザリガニ、ヨシノボリ、

スジエビなど色々な生き物が捕れました。 

 楽しいお弁当の時間には   

みんなで美味しそうに食べ 

ている様子も川遊びと同じ 

くらい良い表情でした。 

最後に「八千代の水はかせ賞」 

をもらいとても嬉しそうで 

した。 

今年もお友達を誘って参加してみませんか！「川

の学校」は大人も子どもも元気の出る学校です。 

（田邊） 

 

◆「ほたるサミットに参加して」 

「あっ！光ったよ」、「わーきれいだ！」あちこちから

子供達の歓声が上がり始めた。ゲンジボタルが活動を

始めた瞬間だ。今回、いすみ市で「ほたるサミット in

いすみ」として開催されました。 

 一日目はホタルの権威大場信義氏による記念講演が

あり、いすみ市のホタルのいる風景の魅力や生息環境

の保全のありかた、日本列島に広がるホタルと人里に

生息する世界の不思議が紹介されました。続いて堂本

知事、県中央博物館倉西氏、八千代ホタル里づくり加

藤氏、坂月川の会山口氏より基調報告があり、最後に

地元の小学生による 

「美しい自然を詩と唄と踊り」にした発表と日本のジ

ャズ界の大物サックス奏者坂田明氏の飛び入り演奏も

聞け充実した昼の部が終りました。 

 一番期待していたホタルウォッチングは気温が低

く、飛翔が遅かったので無数のホタルの撮影は時間が

足りず、８時の集合に後ろ髪引かれる思いで戻りまし

た。二日目の分科会では各地域の活動報告があり有意

義な〈ほたるサミット〉は終了しました。（川瀬） 

 
【八千代のホタルを探しませんか】 

緑が丘の駅近くに、ホタルが自生している場所がまだ残されています。住宅開発で数は 

激減しましたが、今年も見つけることが出来るかもしれません。夏の夜、ホタルの淡い光 

を見つけて一緒に感動を味わいませんか。市内北西部「石神谷津」の農道(約２Ｋｍ)を散 

策しホタルを探します。 

   開 催 日  平成 18年 7月 29日(土曜) ［雨天中止］       

   集 合  八千代緑が丘駅(北側)ロータリー 午後６時 45分  

   服装など  長袖シャツ・ウォーキングシューズ・懐中電灯・軍手 

   参 加 費  無料  

   お問合せ  ＮＰＯ法人八千代オイコス 事務局（小原）電話 047-450-4663 

 

 

≪ 会員を募集しています ≫ 
八千代オイコスでは現在会員を募集しています。環境保全や地域の自然保護などに関心をお持

ちの方一緒に活動しませんか！！お問合せは事務局まで。 
 
《編集後記》 

読みやすく親しまれる広報紙を目指し「かわら版」と名づけられま

した。年３回の発行を予定しております。一人でも多くの方に目を通

して頂き「八千代オイコス」の活動により一層のご理解・ご協力を賜

ればと願っております。             （菅田） 

 

発行責任者     加藤 賢三 

事務局＆問合せ 小原  翔 

  ：047-450-4663 

 メールアドレス： 

  o-syou@muc.biglobe.ne.jp 

 


